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低放射化コンクリートの
マスコンクリートへの適用性に関する基礎的検討

藤倉 裕介　　西田 浩和　　片寄 哲務　　木村 健一　　金野 正晴

A p p l i c a b i l i t y  o f  L o w  A c t i v a t i o n  C o n c r e t e  t o  M a s s i v e  C o n c r e t e  S t r u c t u r e  M e m b e r s

Yusuke FUJIKURA, Hirokazu NISHIDA, Norichika KATAYOSE, Kenichi KIMURA, Masaharu KINNO

原子力発電所の廃止措置時，原子炉周りの遮蔽コンクリートは低レベルの放射性廃棄物となる。コンクリートの建設

時の価格は約1.2万円/m3であるが，放射化されて放射性廃棄物となると，埋設コストだけで65倍～2800倍になる

と予想されている。コンクリート部分の放射性廃棄物をクリアランスレベル以下にし，一般廃棄物として再利用可能

なものにすること，あるいは低い埋設区分に落とすことは，資源の有効利用やコスト低減の観点から有益である。そ

のような背景から，残留放射能が普通コンクリートよりも小さい低放射化コンクリートの開発を行ってきた。これまでに

“1/10低放射化コンクリート”および“1/30低放射化コンクリート”といった2種類のコンクリートを提案してきた。本

研究では，特に課題として挙げられてきた白色セメントを使用した1/30低放射化コンクリートの水和熱の低減を目的

として，低放射化混和材の使用による水和熱低減を試みた。また，温度応力解析を実施し，マスコンクリート部材となる

原子炉遮蔽コンクリートへの適用性を確認した。

（１） 低放射化混和材を使用して，“1/30低放射化コンクリート”の配合試験および基礎物性試験を行った結果，良好

な性状が得られるとともに低熱ポルトランドセメントを使用した場合と同程度な低発熱特性を示し，十分な強度発

現も得られることが分かった。

（２） 温度応力解析を行った結果，適切な低放射化混和材の置換により，低発熱特性と十分な強度発現で高いひび割

れ抵抗性を示し，原子炉遮蔽壁へ適用可能であることを確認した。

結  論

既製コンクリート杭の杭頭接合技術
「FPA工法」の改良

I m p r o v e m e n t  o f  P i l e  H e a d  C o n n e c t i o n  S y s t e m  “ F PA ”  f o r  P r e c a s t  C o n c r e t e  P i l e s

林 和也　　丸 隆宏＊1　　小林 勝已　　山本 秀明＊2

Kazuya HAYASHI, Takahiro MARU, Katsumi KOBAYASHI and Hideaki YAMAMOTO

＊1 建築本部 建築技術統括部　　＊2 東京支店

目  的

スランプ15cmの低放射化コンクリート 原子炉遮蔽壁への適用を想定した温度応力解析

目  的

従来の既製コンクリート杭の杭頭接合工法では，多くの施工工程が必要であり，また，杭頭中空部のソイルセ

メントを掘削・処分しなくてはならなかった。これを改善し，工程の簡略化と工期短縮を図るとともに，建設

廃材を削減することを目的として，杭頭に機械的に接合したパイルキャップへのアンカー筋（FPAボルト）に

よって杭頭を接合する工法（FPA工法）を開発し，2002年3月（財）日本建築センターの「建築物等の施工技

術及び保全技術・建築技術審査証明」を取得した。今回，さらに，①先端に定着ナットを設けたFPAボルトの

長さの最適化，②FPAボルトの最少本数４本，③２穴の雌ねじが部分的に重なるひょうたん形ねじ接合部への

適用，④鋼管コンクリート杭(SC杭)への適用を図ることを目的とし，開発を行った。

本工法による杭頭およびパイルキャップ部を模擬した水平加力実験，FPAボルト単体のコンクリートからの

引抜き実験，ひょうたん型ねじ接合部に対するFPAボルトの引張試験，SC杭の座板の引抜き実験により，①

FPAボルト定着長の評価法，②SC杭の座板の引抜き力に対する抵抗機構の検証，③ひょうたん形ねじの耐

力低減係数，および，④杭頭全体の力学性状に関するデータを得，本工法の安全性を確認し，2007年3月，

適用範囲を拡張した「建築技術審査証明」を取得した。

結  論




